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1．は じめ に

　私たちは ， これ まで 小学生 にお ける真夜 中の

自然体験活動に関する數材開発と実践検証を蓄

積して い る 。 過去 3年 間の 成果としては ， ソニ
ー科

学教育研究会・大分支部テ
ーマ 研修会 （2004）に

おい て 水族館学芸員らと連携し，教職員を対象と

した真夜中の 自然体験活動の 教 材開発，臼杵市

内の 2つ の 小 学校の 児童を対象とした真 夜中の

自然体験活 動 （2005＞の 実践がある
＊1。

　これまで の 先行研究の 中で 明らかになっ てきた

ことは ， 4つ の 点に絞られ る 。 第 1に ，真 夜中の 干

潟に入り，生 き物に 対して懐中電 灯を照射するこ

とは ，観察 行為 として 児童の 意識を集 中させる こ

とがで きるこ と。 第 2に ， 真夜中の 干 潟に 対する不

思議さ，神秘さとい っ た自然 へ の 畏敬 の 念を持 つ

ことがで きるこ と。 第 3に ，稀少生物 の 存 在を知 る

ことを通して ，ふ るさとの 自然の 良さを知ることが

できるこ と。 第4に ， 直接生 き物に触れたり， 触れ

る様子 を見たりする行為は ， 生物に対する興味や

関心を膨らませるこ とがで きる ことで ある。

　 そこで ，本研究で は，真 夜 中の 自然体験活動

が ，どの ような教育的な意義や 価値を持 つ の か，

更に 明らかに してい く目的で ， 2004年度と同じ学

齡期に あたる小 学校3年生を対 象に 実施した。そ

の 上 で ，児 童と
一

緒に 体験した保護 者の 感想も

考察 の 頬象として み た 。 なぜなら ， 保護者の 目を

通した体 験蔚と体 験後の 児童に 関す る情報は ，

私たちが，直接知ることの できない 事 実を多分に

含んで い る。また，保護者からの 評価と児童に 関

する事実の 収集は ， 本活動 の 教育的な 意義や 価

値 を探るアプ ロ
ーチとして ，新しい 視点を我々 に

与えて くれ る可能性がある と考えたか らで ある。

2 ．自然体験活 動の 概要

  対象 者 ：臼杵市立市浜 ・j・学校 3年児童 37名

　臼杵市立市浜小学校 3年生保護者 41 名

　・保護者に対 しては，学校長の 了解を 得て ，

　自然体験活動 の趣 旨を学級 PTA で 説 明し

　た。学校行事として 行うものではない ことを文

　書に 明記し，自然体験を希望する児童と保

　護者を募っ た。当 日は ，自然観察指導員の

　資格を持 つ 担任が主催者として行 っ た。

  体 験場所 ：臼杵市 大字諏訪字津留的場ヶ浜

　・的場 ヶ浜 （干 潟）は ， 隣接校区に位置し，市

　浜小学校か らは ，2．7km 程度の 距離にある。

  体験日 ：2006 年3月 11 （土）〜12日（日〉

  体験 時間 ：午後 11時50分 〜 午前 1時20分 頃

  干潮 レ ベ ル ： 最低潮位 約37en1（中潮）

  観察条件 ： 外気温 15度，水温 14度
・3 月の 真夜 中にしては ， 暖か い 夜だっ た。

  協力者 ：大分マ リ
ー

ンパ レス水族 館 「うみ た

　まご1，道の 駅 「番 匠お さかな館ユ，自然観察

　指導員の有資格 者 （日本 自然保護協会の認

　 定）として 本研究の 協同研究者

  当 日児 童が 発見 した生物 ： ウミサ ボテ ン ，

　スナイソギンチ ャク ，
マ コガレイ，ウミウシ ，ツメ

　タガイ，ダイナンギンポ ， アユ の 稚魚，アメフ

　ラシと卵 ，
ヒトデ，パ フ ンウニ

， ホンヤドカリ

3 ．臼然体験活動後の感想

　感想用紙の 配布に つ い て は ，教育研究的な取

り組 みとして 協力を求 める 説明を文 書 に て行 っ

た。また，研究発表を行う際は，児童の 驫人情報

保護には ， 十 分に 配慮するとともに ，感想の 公

開などの 時 に は ，個人 を特定 で きる情報は
一

切出さない ことを説 明した e その 上で ， 保護者 ・

児童用として ， 感想用紙を体験前に配布し，学期

中に 回収した。

　児童用の 質問項 目として は ， 第 1に ，行 く前，ど

んなことが楽しみですか ？ また，どんなことがした
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い ですか ？ と尋ねてみ た。第2に ，真夜中の 自然

体験 活動に参加して 心に残っ たことを 自由記述し

てもらっ た、

　保護者用 の 質 問項 目として は ，第 1に ，参加し

てみ ての 感想 。 第 2 に，親子で どの ような 会話が

行われたか 。 また，児童 の 様子を   前 日 ，   当

日，  翌 日に分けて記入してもらっ た。

　この 感 想用紙は ，参加した 36家庭中，24家庭

（66．6％ ）より回 収することができた e 抽出した児童

と保護者 は ， 各質問項 目に 対して すべ て 記述が

なされ ていた 男女 3名の 家庭で あり，傾 向が違うタ

イプ （A 児，B 児は，日頃，内向的で 温 和しく，　C
児，D 毘は 外向的で 活発な 性格 ，　E児 ，　F 児はそ

の 中間）を選んだ。

（1）児 童用感想用 紙 よ り

　【体験前の 児 童の 感想 】

　【体験後の児童の 感想1
A 児 見 に 行 く前 の イメ

ー
ジ と全 然違 い まし

た 。 私が触る前，気持 ち悪くて触れな い と思 っ

て い たら， A 先 生 が ，「コ ン ニ ャクより柔 らかい

よ」と書 っ て ， 本当か なと思 っ て触 っ てみ たら，
コ ン ニ ャクより柔らか くて ，少しザラザラしていま

した。真夜中の 海は ， 潮が 引い て い て ， 水が少

しあっ て，ウミサボテンが水の 中に い て，触っ た

ら光 っ て，触っ た所 だけ光 っ て ，見て い たら， ウ

ミサボテンが砂の 中にもぐっ て い きました。朝や

昼 は ，どこ でどうなっ て い る の かなあと思い まし

た。真夜 中の 海 っ てす ごい な あと思い ました 。

い ろん な生き物がい る 。 寝て い る生き物や 起き

て い る生き物が いて ，寝て い るドン コ を私が見

つ けて ，お 母さんがドン コ を捕るの が名 人だか

ら，お 母さん に捕 っ て もらっ たら上 手く捕まえら

れ ました 。 ウミサボテンを触 っ て 良か っ たと思い

ました 。

B 児　自分で 見 つ けるこ とは できなか っ た け

ど ， 他 の 人が見つ けたウミサボテンを触ることが

できました。アメフ ラシが いた の が ，とても気持

ち悪か っ たです 。でも， アメフ ラシが流れ て い る

の は ，面 白か っ たです 。 エ ビも見ました 。 透明

で見えに くか っ たで す 。魚も見ました 。魚の 体

は ， 長か っ たです 。 ウミサボテンがひ っ こ抜かれ

て い たの で ，可愛そうで した。で も，楽しか っ た

で す 。
「また行きたい 1 」と思いました 。

C 児 ウミサ ボテンは ，サボテンとい う感 じがし

なかっ た。どっ ちかと言うと牛の お乳に似 てい

た。自分で 見つ けられたけど，周 りの ヒラヒラ が

無くて死ん で い た。光が よく分からなか っ た 。

D 児　ウミサボテンが光 るところは ，見られ なか

っ たど ， 本物の ウミサボテン が見れて 良か っ た

なあと思 っ た。他に も，ヒトデや アメフ ラシ ，パ フ

ンウニ なども見れ て 良か っ たなと思 っ た 。 ヒトデ

の 形が星形でとっ て もきれ い で した。

E 児 ウミサ ボテ ン を触っ て み たら光 っ た 。 凄

い と思 っ た。いい 思い出になっ たと思う。

F 児 一匹もっ かまえられなか っ たけど
，
C 児

と一緒 に エ ビや ダイナンギン ポを見れたので 良

か っ たです 。

（2 ）保 護者 用感想用紙 よ り

【参加 して の 感想】

A 児の 父　非常に 良か っ たと思い ます 。 この 機

会が なけれ ば，ウミサボテンも知らなか っ た で し

ょうし
， 家族全員で 真夜 中に 自然観察に は 鵲

掛けなかっ たと思い ます 。ウミサボテンは，地元

の 方も知 らない と聞い ていますの で ，貴重な体

験がで きました 。 子ども同様 ， 親も好奇心 い っ

ぱい でウミサボテンを発見し ， 先生の 説 明を聞

き入っ て い ました。ウミサボテンを触 っ た時に 放

つ 一瞬の 青色の柔 らか い 光は ，参 加した者の

記憶にずっ と残ると思い ます 。テレビやインタ
ー

ネッ トで はなく，自分の 手で 触 っ て ，自分の 目

で 確か め た事 が ，い い 思い 出になっ たと同時

に，自然や生き物を大事に するとい う事を
一

人

で も多く感じてくれればと思い ます。
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【子 どもの 様子】  前 日，  当 日，  翌 日

A 児の 父 　  ウミサボテン とい う名前により「ト

ゲが 刺さるかな あ 」と言 っ て い ました。  眠たそ

うだ っ たけど，大勢の 友達に 会っ たことにより，

楽しそうでした。テ ンシ ョンが 上が っ て い ました。

ウミサボテ ンは ， 怖さより， 好奇心が 勝っ たよう

で す 。 積極的に触 っ てい ました。形 や色や触っ

た感触が想像とかなりギャ ッ プがあっ たようで し

た 。   感想 用紙を渡 され ，早めに書くように子

どもに 言われました 。

B 児の母   夜の 海 や ウミサボテンを具 体的

にイメ
ー

ジは で きな いようで したが ，とて も楽し

み にして い ました。  友達と積極的に 動き回っ

て ，ウミサボテンを探 して い ました 。 興奮気味

で ，じっ くり他の 生き物を観 察す るの は，難しい

ようでした 。   翌 日，何度も話 題に なりました 。

ウミサボテンが想像したもの と違 っ て い た こ と。

（もっ と， 固い と思 っ て い た 。 〉触っ て 青く光っ た

時の感動，蟹の 雌雄の 見分 け方を友達に 教わ

っ たこと。

C 児 の 父   具 合が悪い の に，どうしてもウミ

サ ボテンが 見 たい と言い 張り参 加しました 。  

体 験 中は，どん な小さな生 き物も貪欲に探し，

石の 裏 に 潜む 蟹で さえも珍しか っ たみ たいで

す。会話は ，見た こ との 喜びをだい ぶ 聞かされ

ましたが ，具合も思 わしくなく中座させ ました 。

  翌 日，寝込み ました．

D 児の 母   ウミサ ボテ ン の 予 備知 識を と思

い ，イン ターネッ トで 調 べ たら，娘に 「見ない 方

が良か っ たな一，本当に 見た 時の ビッ クリを楽

しみ たか っ たの に 」と言われ ，「ああ，そ うだな

あ 」と思い ました 。   夜の 海は，日頃見慣れて い

る 「ヤドカリ」で さえも ， 初め て見た気分 にな り，

「あ
一

お っ た，お っ た」とは しゃ い で い ました。娘

は ， ウミサ ボテン の 発光を見れ なくて ガッ カリで

したが ，「パフンウニ 」と先 日，松島神社の ぞぱ

の 海で 見つ けた 「コ ーヒーゼリー」の ような生き

物が 「アメフラシ 1と分かっ て満 足して い ました。

E児 の 父   楽 しみ で なか な か 昼 寝 で きな

い 。  懐 中電灯で海面を照らすと顔も電灯も濡

れるほど近づ け て見てい た。  私に 感想を書

けとせ かした。

F 児の 母   直前まで 天気を気 にして い た。

  出欠確認後は ，子どもを見失っ て
， 見つ かっ

た の は ，解散の 直前でした 。   主人に 「ウミサボ

テンを見 れたけど，み んなが 触っ て 死んだか

も？ jとか ，他 の 生き物の 事を話してました 。 今

度は ，昼 に 行く約束をしました。
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4 ．考察

（1 ） 2005年と ほ ぼ同 じ感想が 寄せ られた

  ウミサボテン の 形 へ の イメ
ージの 違い

  ウミサボテン の 光り方のイメ
ージの違い

  干潟の 生物につ い て の 驚き，光の 美しさ．風

　　景 の 美しさ（夜空，波の 音 ，波の 跡の 砂浜）

  真夜中の 干潟の 心地よさ，気持ち良さ

  3月の夜の海の寒さへ の イメ
ー

ジの 変化

  良い思 い 出，良い 経験 ，貴重な 自然体 験

　　がで きた等 ， 主催者へ の 御礼の言葉

（2 ） 2006年度，明らか にで きた こ と

　【体験の 深さに関するもの 】

  A 児 ，D 児の 「サボテン 」か ら連想され るチク

　　チク感や体験前の B児 ，C 児の 発言に 代表さ

　　れ る 「自分で ， ○○した い 」とい う言 葉は ，未

　　知の 生 物へ の 主体 的な好奇 心 や行動 へ の

　　意志を感じとることが で きる。

  一方，ウミサボテンを自分で 見つ けられ な か

　　っ たB児や 光る ところを直 接見 ることの で きな

　　か っ た D 児もいたが ．自分の 目で実物を見れ

　　たとい う満足感は ，大きく心に 残 っ た。

  B児 の母の 「翌 日， 何度も話題となっ た」，C

　　児の 父の 「見たことの 冨び をだい ぶ 聞か され

　　た」とい う雷葉か ら，感動の 深さが伺える。

　【体験後 の 児童の 気 づき・反 応に 関するもの 】

  A 児が，結果 的に触 ろうと考えたのは ， A 教

　　諭による 「コ ンニ ャ クよりより柔 らか い よ］とい う

　　身近なたとえが有 効で あっ た ことが わ かる ，

  D 児 の母が 与え ようとした予 備知識 に対して

　　「見ない 方が 良か っ たな一
」発言 したD児 。 ま

　　た，A 児の 父の 言葉の 申で は，「自分の手

　　で 触 っ て ，自分の 目で 確か めた こ とが…
」と

　　書 き記されてい た 。これ らの 事 実か ら，自然

　　に 関す る学びは ， 主 体的な発見の 喜びが，

　　かなり重視されると言えるの かもしれ ない 。

  体 験後の F児は ，ウミサボテ ン に 関する記述

　　が 全くなか っ た。F児 は ，他 の 「捕 まえれ る」

　　生き物に対 して の 関心の 方が 強くあっ たの か

　　もしれない 。 C児の 父が見た C 児の 当 日の 様

　　子にもあるように
， 3年生に お ける真夜 中の 自

　　然体験は ，ウミサポテンに限定されるもので

　　は なく，様々 な生物を発見したり， 触れ たりす

　　る活動そ の もの に効果が ある と言える。

　  F 児の 母の 感想か ら，F児が 「み んなが触っ

　　て 死んだかも？ 1と，ウミサ ボテン の 命を意識

　したことがわか る発言が初 めて出て きた。

【体験後の保 護者の 気づきに 関するもの 】

  C 児の 父の 「親として （中略）反 省させ られた」

　 と似た意味 の 言 葉は ，他児 の 保護者からも

　聞かれた。こうした機会は ，保護者にとっ て も

　 家庭教育的な 意義や 価値が あると言え る 。

  A 児 の 父 の 「親も好奇心い っ ぱ い で 」，F児の

　 母の 「自分も童心に 返っ たよう」，とい う言葉

　に もあるように ， 児童以上 に主 体的な姿を見

　 せ る保 護者が 数多くい た。こうした事実は，

　保護者の 自然体験に 関する経験差等が ， 関

　 係ありそうで ある 。 今後の 硫究諜題としたい 。

5 ．おわ りに

　2004年度の 3年児童と保護者 の数は 17名 。 200

5年度の 3年は 79名と大幅に増えた 。 また，私の 教

え子 の 児童 ・生 徒 （中学生 ）や 兄弟姉妹の 参加が

あり，全体では，100名を超えることになっ た。

3 年生児童 保護者 兄弟姉妹他 主摧側

04年度 9 名 8 名 0 名 6 名

05 年度 36 名 43 名 15 名 7 名

　参加者が 増えた 背景 には ，私たち の これ まで

の 研究活動に 対する関心 と理解 の 広がりがあるか

もしれな い 。 しか し，それ以上に ，2005年度の 3年
生に は，年間を通して 体験活 動を重視した理 科

学習 ・総合 的な学 習を行 っ て きたことが ， 児童の

自然に対する興味や 関心を高めと考えて い る＊2
。

　今年度は ， 更に ， 小 学校6年生 112才）の 児童を

対象に本活動を実施する計画がある。今回 ，新し

く得た視点を足 場に ， 小学校3年生 （9才）との 比

較を行い ，真 夜中の 自然体験活動 の 教育的な意

義や 価値を探りながら，真 夜中の 自然体験プロ グ

ラム の 開発へ と課題を広げて い きた い 。
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